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	　開会あいさつ

　前回の議事録の確認をお願いいたします。

　訂正などございませんか。

　ありませんか。

　なければ、会議後、署名をお願いします。

　次に教育長の報告事項をお願いいたします。

　私から３点申し上げます。
　１点目は大明地区の夜明静修が統合いたしますので、夜明小学校としての、また静修小学校としての運動会が今年限りということから、学校教育課長と２人で参加してまいりました。

　一抹の寂しさもございましたが、新しい学校ができるという期待もございまして、最後の運動会として記憶に残るよい運動会であったと思っています。

　次に、２日に咸宜園教育研究センターの開所式がございます。長年こういう施設を待ち望んでおりましたが、世界遺産への登録を目指している日田市にとって、このセンターの開所というのは、市民にとりましても、学校の子どもたちにとりましても、大変有意義な学びの場として、ふさわしいものではないかというふうに期待をしております。
　３点目ですが、各学校の指導工夫改善のための加配の先生をどうするのかとか、児童生徒支援のための先生を是非うちの学校でほしいといった、ヒアリングを行っております。
　その中で考えられますことは、人は欲しいのだが工夫がないというようなところもありますし、２人いただくと私たちの学校で工夫しますよという、きちっと述べる学校もあります。

　校長の経営感覚がそのへんに現れているなというふうに思いますし、特に今学校がいちばん対応に苦慮しているのが、学習障害、発達障害といわれるお子さんがそれぞれ学校にたくさん入ってきております。

　その子どもたちや保護者の方はいろんな苦労があるのでしょう、教室は通常の学級の方がいいんだけれども、是非うちの子どもに別に先生を１人付けてくれという希望がたくさんございまして、早々には、そういう形にはならないものですから、私どももそういう内容について非常に吟味をして、本当に必要であるかどうかを判断したうえで、つけていくという形になります。
　それにしても、なかなか教職員免許を持った先生を１人つけるということは、予算的には大変なものがございますので、県の方もなかなかつけてくれませんから、大変な要望をどうやって削ろうかというふうに思っています。
　来月は、教育委員さんの学校訪問の時期になりますが、是非、そういう中ででも、また学校の様子を知り、こういう配慮ができるところは配慮してまいりたいと思っております。
　以上でございます。
　はい、ありがとうございました。

　只今の教育長の報告事項について、ご質問ございませんか。

　なければ、議事に入ります。

　議案第64号日田市立小中学校管理規則の一部改正について、学校教育課お願いします。

　議案第64号でございます。

　日田市立小中学校管理規則の改正についてでございます。

　これは、中央教育審議会が答申をいたしました、「今後の地方教育行政の在り方について」の内容に改めるために、今から申し上げる所要の措置を講ずるものでございます。

　具体的には、宿泊を要する学校行事について、教育委員会の承認が必要であったものを届出に改めることなど、学校管理規則を学校の自主的判断にまかせて、学校の裁量を拡大する方向で、見直しを行うなうということで、改めるものでございます。
　そこの表に改正前と改正後がありますが、いちばん最初、改正前は、カッコの中ではございますが、「校外行事の計画とその承認又は届出」となっておりますものを「届出」に一本化いたします。
　併せまして、現在の状況とあわない、「水泳」とかいうのが入ってきておりますが、そういうものを削除いたしまして集団宿泊研修という形に変えております。
　校外行事につきましては、学校が主催する校外行事と改正しております。
　また、校長は、前項に定める行事の実施に当たっては、あらかじめ、教育委員会に対し、日帰り行程で実施できるものについては届け出るものとし、宿泊を要するときは承認を受けるものとするとなっておりますが、改正後のように、県外で行うもの又は県内で行う同一の連続した２日以上のものについては、承認ではなくて届け出というふうに改正するものでございます。
　以上でございます。
　ありがとうございました。
　只今の議案第64号日田市立小中学校管理規則の一部改正について、ご意見・ご質問はございませんか。
　ありませんか。
　それでは、議案第64号については原案のとおり議決してよろしいでしょうか。
　（はい、と言う声あり）

　それでは、議案第64号については原案のとおり議決いたします。
　議案第65号日田市立学校児童生徒通学費補助規程の一部改正について、学校教育課お願いします。
　議案第65号でございます。

　日田市立学校児童生徒通学費補助規程の一部改正についてでございます。

　４ページの最後に理由がございますが、柚木小学校に通っている子どもたちを姫治小学校に委託をしておりますが、その子どもたちの通学費補助の関係でございます。
　柚木小学校の少し下側にバス停があったのですが、バスの路線を延長いたしまして、学校の上の段のコミュニティセンターまで、バス路線が長くなったということで、それに伴いまして、表の中の改正前、神杉野の停留所までしかきていなかったものが、それが延びまして、柚木コミュニティセンター前と千蔵木入口までバス路線が延びたため改定を行うものでございます。
　以上でございます。
　はい、ありがとうございました。
　只今の議案第65号日田市立学校児童生徒通学費補助規程の一部改正について、ご意見ございませんか。

　ありませんか。

（はい、と言う声あり）

　それでは、議案第65号について、原案のとおり議決いたします。

　議案第66号日田市立学校職員服務規程の一部改正について、学校教育課お願いします。
　議案第66号、５ページでございます、日田市立学校職員服務規程の一部改正ということで、６ページに理由を書いておりますが、学校職員服務規程に則した学校事務となるように、所要の措置を講ずるものでございます。
　改正前の下線部分を読み上げますが、「ただし、軽易な事項については、口頭で復命することができる。」ということで、実は県の監査で指摘されて、「軽易」の定義が非常に曖昧であるという指摘があったことにより、改正後の下線部のように改正したいというふうに考えております。
　改正後は、県外の出張又は県内の出張であって宿泊を要するものについては、文書をもって復命すると。

　その他の出張については、口頭で復命しなければならない。
　ただし、当該出張に出張命令権者が同伴するもの、これは職員についてはということですので、ここでいう出張命令権者は校長になります。

　校長と一緒に出張した場合で県外の出張であって職員等の旅費に関する条例に規定する県外特定区域に日帰り行程で実施するものについては、口頭で復命することができる。とちょっと分かりにくいんですが、県外でもうきは市とか、朝倉市とかの出張は県の条例によりまして、日帰り区ということで、口頭復命ということで規程を書き替えるということでよろしくお願いします。
　只今の議案第66号日田市立学校職員服務規程の一部改正について、ご意見・ご質問はございませんか。
　復命とはどういったものなんですか。

　出張する場合は、私が職員としましたら、校長に、例えば福岡市の子ども教育センターで研究発表会があるので、その研究発表会に参加させてくださいということの依頼をします。

　命令権者の校長がよかろうと、あなた行って勉強してきないさいということで、出張が成立するわけです。
　出張が終ったあとに、その出張した内容について命令権者に「これこれこういった内容の研究会がありました。私はこんな勉強をしてきました。」ということを出張命令権者に報告をすることが復命といいます。
　文書で書くのですか、それとも口で言うのですか。

　宿泊を要する出張については文書で復命をするということです。

　日帰りとか、県外でも日田市と近いうきは市とか朝倉市とかの場合は口頭による復命でよいということでございます。
　そのように説明していただきますとわかりやすいですね。
　他にございませんか。

　宿泊を要する場合というのは条件とかあるのですか。例えば距離とか、何時までに出張先の要件がかかった場合は宿泊が認められるとか。それとか、命令されている事項は終っているのに、自分の意思でもう今日は帰れれんから宿泊するとか、宿泊を要する場合の規程というのはどのようになっているのですか。
　２日間にわたって研究会がその場所であるとか、当然その１泊分は認められることになります。その際例えば、１日目の始まりの時間が朝８時３０分とかいう場合は、公共交通機関を利用しても日田を当日に出る便が無いというときは、前泊といって、前日からの宿泊が認められることもございます。２日目の終了時刻によっては、また同じように、後泊という事例はあまりないのですが、認められることもありますが、終って公共交通機関を利用して日田まで帰れるということであれば、宿泊は認められません。
　およそそういう形ではなかろうかと思います。
　復命という言葉は難しいけど、報告することなんでしょ。
　復命という言葉は、すべて役所の公務員、行政用語だと思います。
　わかりました。
　命令を返す、お返事するということですね。
　皆さん、わかりましたね。
　他にございませんか。
　それでは、議案第66号日田市立学校職員服務規程の一部改正について、原案のとおり議決いたします。
　議案第67号咸宜園教育研究センターに勤務する職員の週休日の特例に関する規程の制定について、咸宜園教育研究センター長お願いします。
　議案第67号でございます。
　咸宜園教育研究センターに勤務する職員の週休日の特例に関する規程を定めるものでございます。
　咸宜園教育研究センターの設置条例第４条で休館日を水曜日と定めております。その関係がございまして、この規程を制定するものでございます。
　趣旨といたしまして、第１条は、咸宜園教育研究センターに勤務する職員について日田市職員の勤務時間及び休日休暇等に関する条例第14条第６項の規定に基づき週休日の特例を定めるものとする。

　第２条といたしまして、職員の週休日は、水曜日と所長が職員ごとに指定する一の勤務日とするということでございます。

　以上でございます。
　はい、ありがとうございました。

　議案第67号咸宜園教育研究センターに勤務する職員の週休日の特例に関する規程の制定について、ご意見・ご質問ございませんか。
　２条に職員ごとに指定する一の勤務日とありますが、どういう意味ですか。
　１０月を例にとると、土日の休みの日や祝日がありますが、休みの日の日数が決まってきますが、水曜日の休館日に休みを入れたとしても、土日等の併せた日数をどういうふうに設定していくか、それを指定するわけです。それを一、指定した一の日ということで、トータルしてその月の休日を設定していくと、そういう日を設定していくということです。
　一の字はほんとうに使うのですか。

　「一」は「いち」と読むのですか。
　病院で他の日に休むことを代休といいますが、そのようなものですかね。
　一の日は１がつく日ではないですよね。
　そのような意味ではなくて、この日、この日という意味で、一という言葉を使っています。
　それでは、水曜日は全員が休みになるということですか。
　そういうわけでもありません。
　全員が休む休館日はありますが、先ほど言いましたように、月ごとに土日や祝日が入れば日数が決まりますので、水曜日でも１～２名の職員が出勤する場合がございます。

　できるだけ土日に休めるように組み合わせるのが基本にはありますので、なおかつ水曜日と、そういうものを組み合わせて行うというふうに考えております。
　水曜日に全員が休む場合もありますし、１～２名、１名という出勤は無くさなければいけませんので、最低２名以上の勤務のローテーションを考えながら、設定していきたいと考えています。
　利用される方は土日が開いていると便利がよいと思いますので、職員の皆さんは大変でしょうけどよろしくお願いします。
　まだ開館していませんが、土日は多そうですか。
　他の町の施設とかと比べてどうですか。
　やはり、土日の方が豆田に観光にこられる方等がございますので、その流れの中にありますので、場所的にも、やはり土日に多くなってくるのではなかろうかという想定をしております。
　はい、わかりました。
　それでは、議案第67号咸宜園教育研究センターに勤務する職員の週休日の特例に関する規程の制定について、原案のとおり議決いたします。
　追加の議案でございます。別冊の方になります。
　議案第68号行政職員の人事異動について（追加分）、教育次長お願いします。
　それでは私から追加議案としてご審議いただきます、議案第68号行政職員の人事異動について、ご説明申し上げます。
　異動の内容につきましては、文化財保護課長につきましては、９月いっぱいまで、咸宜園教育研究センター所長を兼務しておりましたけれども、この兼務職を解くと。
　それに併せませして、世界遺産推進室長にこの咸宜園教育研究センター所長を兼務させるということでございまして、この理由につきましては、世界遺産推進室の取り組む業務、咸宜園教育研究センターがこれからいろいろ研究を進めていく内容が同様のものでございますまして、これについては、世界遺産推進室の管理職といいますか室長であるところが、兼務する方がよかろうという判断でございます。
　また、今回は人事異動という形で議案を提出いたしておりますけれども、事務決裁規程の関係も出てまいりますので、これにつきましては、次の委員会で規程の見直しついてご審議していただくよう準備いたしております。
　以上でございます。
　はい、ありがとうございました。
　只今の議案第68号行政職員の人事異動について、ご質問ございませんか。
　このとおりよろしいでしょうか。
　それでは、議案第68号行政職員の人事異動について、原案のとおり議決いたします。
　次に協議事項に移ります。
　日田市民生委員推薦会委員の推薦について、教育総務課お願いします。
　日田市民生委員推薦会委員の推薦についてでございます。
　別冊になっております、協議事項と左上に書いてありますものをお願いします。
　こちらにつきましては、社会福祉課が担当しておりまして、日田市民生委員推薦会委員として、教育委員会へ委員の選出依頼がございましたので、選任にあたりまして、委員さん方のご協議をお願いするものでございます。

　１ページをお願いします。
　民生委員推薦会の任務でございますが、任務という欄がございますが、そこにありますように、民生委員法等の規定に基づきまして、日田市の民生委員・児童委員・主任児童委員を県知事に推薦することが主な任務でございます。
　この委員さんにつきましては、上にありますように、明日９月３０日を持ちまして、現推薦会委員さんの任期が満了いたしますので、新に１０月１日から３年間の任期として、教育委員会からの委員の選任をお願いするものでございます。

　２ページから４ページにかけましては、根拠法となります民生委員法、それから施行令について掲載をさせていただいております。
　５ページの方をごらんください。現行の推薦会の委員名簿であります。そこにありますように、法で定めております、５号委員さんとして、現在、合原教育長が委員として就任をいただいております。
　そこで、新たな委員の選任について、ご協議をお願いするものでございます。
　ちなみにこれまで、教育長が就任をしてきたという経緯はございます。
　以上でございます。
　はい、ありがとうございました。
　それでは、５号委員について協議すればいいわけですね。
　皆さん、いかがでしょうか。
　今、合原教育長さんにしていただいていますが、またお願いいたしますか。
　（「再任してもらってはどうか」と言う声あり）

　それでは、合原教育長さんに再任をお願いいたします。
　次にその他に移ります。
　曾家分校の閉校について、教育総務課お願いします。

　報告事項の１ページをご覧ください。

　日田市立赤石小学校曾家分校の閉校についてでございます。

　曾家分校につきましては、平成23年３月をもって閉校することにつきまして、先週９月21日でございましたか、地元の方でご協議をいただきまして、これに同意するというご決断いただきました。
　以後、児童につきましては、来年の４月から赤石小学校の本校の方に通学することが決定いたしましたので、ご報告をさせていただきたいと思います。
　資料につきまして、曾家分校の現況等につきまして、若干ご説明申します。

　曾家分校につきましては、前津江町の赤石自治会の曾家地区というところにございます。

　明治22年に開校いたしまして、開校以来122年が経過しております。

　児童数ですが、現在３名の児童が在校しております。１年生１名、３年生１名、４年生１名でございます。５，６年生については、従前から本校の方に通学している状況でございまして、現在は５，６年生はおりません。
　そこにありますように、４回程、市教育委員会と地元の方と或いは保護者の皆さん方と協議を続けてまいりました。
　また、これとは別に地区独自で検討会等を開催していただく中で、先ほど申しましたが、９月21日に正式に閉校を決定いただいたところでございます。
　通学手段につきましては、現在も本校の方へスクールバス、ワゴン車ではありますが、これまでも通ってきたという経緯がございますので、同様にスクールバス、少人数になれば、スクールタクシー等を検討しながら、すべて市の負担で通学については送るということをやりたいと思っています。
　距離といたしましては大体5.2kmぐらいの13分程度で本校まで着くような形になろうかと思います。
　今後のスケジュールといたしましては、10月12日に市と地元で確認書の調印を交わしたいと考えております。

　また、地元の方で、閉校式典の実行委員会等を結成していただきまして、閉校記念誌の作成や或いは閉校式典等の式典の準備を行う予定でございます。

　また市の方からは、柚木小学校の場合と同様ですが、60万円の補助金を交付させていただこうと考えております。

　また12月議会においては、条例の改正等もありますので、それにつきましては、また委員会の方でご審議をお願いいたします。
　さらに閉校式として３月５日ということで、これまで決定をいたしております。
　以上で、報告を終ります
　はい、ありがとうございました。

　ご質問ございませんか。

　なければ、条件附採用期間における校長の勤務状況報告について、お願いします。
　条件附採用期間における校長の勤務状況報告についてということで、簡単に言いますと、石井小学校の校長は民間人で、校長になって６ヶ月経ちました。

　普通でしたら、新採用の教員は教諭として採用されますと、３月ぐらいにこの人は良いか悪いかという評価を行うのですが、民間人校長の場合は、教諭ではありませんので、６ヶ月で判断をしてくださいということでございました。
　山崎校長につきましては、結論として、勤務状況は良好であるから校長として適任でございますという判断をいたしたいと思います。

　根拠といたしまして、学校経営・学校教育の管理、教職員の管理・育成、その他という項目でどれをとりましても、きちっとなされておりますし、特に民間人から入られたものですから、地域の人たちとの交流とか、職員への指導とか、これまでの校長とは違ったやり方で随分、石井地区の住民の方とも仲良く、また問題もなく学校経営ができているということで、勤務状況は良好であるから校長として適任と認めるという勤務状況報告書をあげたいと思います。

　これは、皆様方のご同意が必要でございますので、よろしくお願いします。
　皆さん、今の報告の内容でよろしいでしょうか。
　（「はい。」と言う声あり）

　それでは、よろしくお願いします。
　それでは、そのように報告を提出させていただきます。
　次に日田市公民館運営検討委員会について、お願いします。
　生涯学習課でございます。
　資料はございませんが、口頭でご報告させていただきます。

　日田市公民館運営検討委員会についてでございます。

　この件につきましては、３月の定例教育委員会におきまして、日田市公民館運営検討委員会の設置要綱の承認、さらには、４月の定例教育委員会では、委員会の構成メンバーの方々をご報告させていただきました。

　４月19日に１回目を開催し、月１回のペースで委員会を開催して、合計７回、最終の７回目の委員会を昨日の28日に開催して、報告書をとりまとめて、教育長へ報告書を提出したところでございます。
　今回の検討事項について、主な事項３点について、口頭でございますけれども、ご報告させていただきます。
　まず１点目は、新組織の設立についてでございます。

　これまで、20地区の地区公民館を指定管理として、各地区の運営協議会にお願いをしておりましたが、この管理運営を一本化するため、市の出資による一般財団法人を設立するものでございます。
　財団の運営や体制については、定款によって定めますが、組織体制は本部機能、いわゆる財団の本部機能と地区機能との２つに分けまして、本部機能といたしまして、理事会、評議委員会、監事、事務局を新しく設けます。さらに地区機能といたしましては、これまでの20館の地区公民館、今運営協議会というものがありますが、これを継続して配置をいたします。
　次に２点目でございますが、地区公民館運営協議会、現在ある運営協議会についてでございます。
　これまで、公民館運営を行われてきました、地区公民館運営協議会につきましては、これが財団へ移行しますので、指定管理者としての役割が22年度末をもって終りますが、地区住民の参画による、地域の特色をいかした公民館活動を今後も引き続き推進していただくために、従来どおり、関りを持った、名称が変りますが地区公民館運営委員会という組織を新しく名前を変えて、メンバーはほとんど替りませんが、そういった地区組織を作っていただくようにしております。
　この地区運営委員会は、財団の組織とは切り離して、外郭団体になりますが、公民館事業の立案、実施への参画、事業評価という役割をこれまでとおり、館長さんや主事さんも入っていただいて、役割を一緒にしていただくように計画しております。
　最後に３点として、生涯学習課と中央公民館の組織の再編についてでございます。
　市の生涯学習と社会教育を推進するため、現在、生涯学習課と中央公民館と今後の財団法人との連携をどのように図っていくのかということが今回の検討委員会の中で論議になりまして、結果といたしましては、生涯学習課と中央公民館を統合し、中央公民館を仮称ではございますが、社会教育センター的な名称に改めまして、財団法人及び地区公民館との連携を強化するものに作っていこうというものでございます。
　事業面からみますと、統合した仮称の社会教育センターは、生涯学習の総合的な企画・運営、さらに全市民を対象とする事業、それと財団法人の監督・指導、地区公民館との連携・支援、ボランティア育成事業等の取り組み。
　地区公民館は、従来とおりの地区住民を対象とした事業の展開に加えて、社会教育センターとの連携による事業を実施するように計画するものでございます。
　このほかにも、財団の定款、そこで雇用する事務職員、それから館長・主事の就業規則、会計処理などについても、検討結果のご報告をいただいたものでございます。
　以上の報告を昨日受けましたので、今後、財団の設立、さらに予算化、指定管理の選定等を議会へ提出して、今後の予定といたしましては、平成23年度より新組織のスタートの向けた事務処理を進めていく予定でございます。
　以上でございます。
　はい、ありがとうございます。
　只今の、日田市公民館運営検討委員会について、ご意見等はありませんか。
　ないようですので、次、お願いします。
　第１６回大会ひたチャレンジウォークについて、体育保健課お願いします。
　第１６回大会ひたチャレンジウォークを10月24日、日曜日、日田市陸上競技場をスタート・ゴールとして実施します。
　今週一杯が参加者の募集期間のですので、数字的に把握していませんが、昨年がフルコースで183人、ハーフコースで606人、計789名が参加しております。
　本年度につきましても、このくらいの参加があるのではないかということで考えております。
　私からは以上でございます。
　はい、ありがとうございました。
　第１６回大会ひたチャレンジウォークについての説明がございましたが、ご質問等はありませんか。
　はい、次をおねがいします。

　秋の読書週間及び蔵書点検について、淡窓図書館お願いします。
　淡窓図書館です。
　第64回読書週間が10月27日から11月９日まで行われます。

　当図書館では、思い出の一冊、図書館作品展、お楽しみ会やブックマーク作り、図書リサイクル会等の催し物を組んでおります。

　特に思い出の一冊では、小さい頃、お母さんに読んでもらった思い出の本や読書が好きになるきっかけとなった本など、思い出に残る本を募集していますので、皆さんにもドシドシ応募していただきたいと思います。

　それから図書館の資料を作った作品展を同時に行いますので、よろしくお願いします。
　次に蔵書点検ですが、蔵書の点検を２年に１回ほど行います。管内には15万冊ほどの本がございますが、コンピュータ処理をしておりますので、蔵書の点検を行って整理を行ないます。そのために11月18日から30日まで休館として特別休館日として蔵書点検を行いたいと思います。
　よろしくお願いします、以上、報告です。
　はい、ありがとうございました。

　秋の読書週間及び蔵書点検について、ご報告がありました。

　ご質問はございますか。
　次お願いします。

　新任の教育委員について、教育次長お願いします。
　資料はございませんけれども、私から、冒頭、委員長からお話いただきましたが、亀山委員さんが今期限りでご退任ということでございましたので、後任の準備といいますか作業をさせていただきました。
　さる９月21日、定例市議会最終日に議案として、上程いただきまして、議会の同意をいただきました。
　結果で申し上げますと、お名前が永山真江さん。
　永久の永に山、永山府政所の永山で、真実の真、江戸の江とおっしゃいます。

　お住まいは今、淡窓１丁目でございまして、昭和39年生まれの46歳でございます。お仕事は無職でございますが、小学校４年生と中学校２年生のお子様が２人いらっしゃるということでございます。
　昭和62年に西南学院大学の児童教育学科をご卒業の後、しばらく保育士のお仕事をなさっておりまして、日田に戻られましてから、平成19年４月に咸宜小学校育友会副会長に就かれ、平成20年４月からは咸宜小学校の学校評議委員もおつとめいただいておるところでございます。
　任期は今年の10月１日から平成26年９月30日までお願いすることになっております。
　以上でございます。
　はい、ありがとうございました。

　それでは、河津先生、本のことをお願いします。

　それでは、本の説明をします。

　「天領ひたを見直す会」があることは皆さん、ご存知とはおもいますけれども、昭和54年からできておるようで、今年で30年ぐらいになるようであります。

　私は現状を知らなくて、５年前に入ってくれということで、仕方なく入ったら、とたんに会長になれということで、なんのためにはいったのかわからなくなりました。
　入った年に身内に不幸がありまして、だいたい２年に１度づつ出しよったのが、そういう関係で、25,26,27号を一遍に出して、その後にこの本を出しました。
　過去の本を見ますと薄くて、あまり載っていなかったんですが、この本は、募集をかけたり、お願いして約30編集まりました。
　ゆっくりご覧になったらわかると思いますけれど、廣瀬知事を始め、佐藤陽一市長、県外から日田が好きな広島の方が２名出しておりますし、熊本の児玉という人が長い文章を入れております。
　読み出したら、各個人で非常に個性があって、おもしろいということです。
　中には合原先生から推薦をいただいた、先生が教えていた都留小学校の当時６年生だった女性の文章も載せています。
　私が造っています里山公園の長い写真を入れたので、里山の宣伝になりすぎたかなと思っております。
　今回は日田市から「日田市文化活動振興補助金」として50万円をいただきました。
　市民活動支援室は女性の職員が２名いらっしゃるんですね。
　私は行けなかったんですが、係り者がいったら、すぐ補助金をくれたということで、非常に感謝しております。
　また、花火の写真は非常に評判がよいようですし、中身もよくできていると思います。
　この本ができたのが連休中だったので、昨日、市の総務課に100冊持っていきましたし、教育委員会には90冊置いております。
　是非、読んでいただければ、おもしろいと思います。
　25日にこの会の総会を行いまして、この本のできが良いので祝賀会をやるかということになりまして、声をかけたら多くきていただいて、54名の出席者がありました。県会議員が３名来てくれて、市議会が２名で、市長は出張中で市役所からは１名も来ませんでしたが、会は結構盛り上がりました。
　皆さん、後でゆっくり読んでいただきたいと思います。
　そういうことでございます。

　全部で何冊印刷したんですか。
　全部1,500冊印刷しました。
　800冊ぐらい配りまして、店でも売れているようです。
　咸宜園教育研究センターにも置いています。
　高瀬室長に無理やり書いていただいたし、吉田さんにも書いていただきました。
　
　他にその他でございませんか。
　それでは、10月期の定例教育委員会会議の日程についてお願いします。
　10月の定例委員会を10月27日、水曜日、３時から予定をしております。
　10月27日、水曜日、３時からということで。
　３時というのは、皆さんは大丈夫なんですか、僕たちはいいんですけど。
　もともと１時30分から始めていたのを、勉強会をするからということで、勉強の時間をとって、勉強会で議案の内容を勉強して３時からになったという経緯がありますので、例えば勉強会が無いときは、早くても構わないんですが、皆さんの都合はどっちが良いんでしょうか。これまではずっと１時30分からやってこられたわけですよね。
　どんなですか。
　まあ、大体１時30分からやってきましたね。
　議案によっては勉強会をしない場合がありますので、こちらとしては３時でも特に問題はありません。
　それでは、勉強会があるときは３時ということで。

　基本的に３時ということでお願いします。
　来月は勉強会があるわけですね。

　議案によってはある可能性があります。

　無理やり勉強せんでいいですか。
　新しい方がお見えになるのであればねえ。

　以上を持ちまして９月期定例教育委員会会議を終了します。
　皆さん、お疲れ様でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終了時間　午後３時５４分
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